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岩手東芝エレクトロニクス株式会社岩手東芝エレクトロニクス株式会社

 

サイトレポート情報サイトレポート情報

所在地

 

：岩手県北上市北工業団地６番６号

主要製品：イメ－ジセンサ、ＭＣＵ、ＡＳＩＣ、ＬＣＤドライバ、パワーＭＯＳＦＥＴ

敷地面積：305,356ｍ２、建家面積：59,521ｍ２、緑化率：21.0％

ごあいさつごあいさつ

２０１０年度の環境の主な取組み２０１０年度の環境の主な取組み

製品・環境技術開発、環境配慮ポイントの紹介製品・環境技術開発、環境配慮ポイントの紹介

環境コミュニケーションの紹介環境コミュニケーションの紹介

設立

 

：1973年1月、従業員：

 

1,800人（2,011年3月末現在）

・環境報告書の発行：２０１０年９月発行

 

※２００４年度より年１回発行

・自治体等行事参画：地域とはじめる環境報告会（岩手県と共催)〔２０１０年１１月〕

きたかみエコネットワーク推進会議、北上市快適環境づくり懇話会

・東芝環境展に出展：２０１１年１月（内容：廃熱の有効利用による純水加温エネルギー削減）

☆環境負荷低減活動

 

(全項目で目標達成)
・エネルギー起源によるCO2排出量削減：【計画】1,103トン-CO2/年以上

 

【実績】3,508.3トン-CO2/年
・温室効果ガス（PFC）の排出量抑制

 

：【計画】65.0GWP千トン/年以下

 

【実績】47.1GWP千トン/年
・化学物質（VOC）排出量

 

：【計画】20.8トン/年以下

 

【実績】19.9トン/年
・廃棄物総量の削減

 

：【計画】4,338.1トン/年以下

 

【実績】3,659.4トン/年
・廃棄物ゼロエミッションの継続

 

：【計画】0.04％以下

 

【実績】0.01％
・水資源受入量の削減

 

：【計画】3,845.0千m3/年以下【実績】3,379.7千m3/年
☆全員参加・啓発活動の展開

・全員参加：環境月間、３Ｒ推進月間、省エネ強調月間における各種活動
・啓発活動：かんきょう新聞（毎月発行）、会社広報誌（随時発行）による従業員への意識啓蒙

☆ＣＳＲ活動
市内ボランティア清掃、「東芝１５０万本の森づくり」植林活動、「いわて環境王国展２０１０」出展等

☆表

 

彰
今回初の企画となる岩手県の「県南広域振興局環境大賞」に応募し、同大賞を受賞した。

ISO14001認証取得：1997年9月

 

セミコンダクター社グループ統合認証取得：2007年8月、最新更新年月：2010年8月
ISO14001認証番号：EC98J2014

当社は、東芝

 

セミコンダクター社グループ環境方針に基づき、半導体製品の生産拠点として、

 

奥羽、北上の両山系と北上川の豊かな自然に恵まれたこの地で、岩手県が表明した「いわて環

 

境王国宣言」の方針実現に寄与します。また、環境への取り組みを経営の最重要課題、ＣＳＲ

 

活動（企業の社会的責任）の一つと位置づけて積極的に行い、調達、製造、サービス、廃棄等

 

の事業プロセスにおいて環境配慮型の活動を実践し、環境にやさしい半導体製品の提供を通じ

 

て社会に貢献します。 環境保全責任者

 

高須信賢

≪

 

超小型カメラモジュール（※CSCM）

 

≫

新技術の採用で、携帯電話用カメラモ

 

ジュールのセンサチップ、プラスチックパッ

 

ケージ、レンズを小型化し、材料を大幅に削

 

減（体積で従来比約６４％）。
また、携帯電話のモバイル機器メーカーで

 

は工程短縮となる半田リフロー実装が可能。
内
臓

※CSCM：Chip Scale Camera Module
ウェハレベルでカメラモジュール部品の実装・
組み立てが可能な小型カメラモジュール

比較構造図
（イメージ）
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環境方針環境方針
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環境負荷データ環境負荷データ

エネルギー使用量（単位：ｋＬ） ＣＯ２

 

排出量（単位：トンーＣＯ２

 

）

水の使用量（単位：千ｍ３） 排水量（単位：千ｍ３）

廃棄物最終処分量と最終処分率（単位：トン、％）

主な廃棄物名：酸、汚泥、金属、ガラス、プラスチック、油等

廃棄物総発生量（単位：トン）

化学物質削減対象物質の取扱量（トン） 化学物質削減対象物質の排出量（トン）

主な化学物質：塩化水素、硫酸、メタノール、ふっ酸等

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

2000 2005 2006 2007 2008 2009 2010
電力 都市ガス LPG 重油 LNG

0

50,000

100,000

150,000

200,000

2000 2005 2006 2007 2008 2009 2010

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

2000 2005 2006 2007 2008 2009 2010

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

2000 2005 2006 2007 2008 2009 2010

市水 工水 地下水

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

2000 2005 2006 2007 2008 2009 2010

0

500
1,000

1,500
2,000

2,500

3,000
3,500

4,000

2000 2005 2006 2007 2008 2009 2010

PRTR対象物質 PRTR対象外の物質

0

5

10

15

20

25

2000 2005 2006 2007 2008 2009 2010

PRTR対象物質 PRTR対象外の物質

0

10

20

30

40

2000 2005 2006 2007 2008 2009 2010

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

最終処分量 最終処分率



4東芝グループサイト情報2011(2010/4/1～2011/3/31)

遵法管理状況遵法管理状況

＜環境事故・指導指摘・苦情の有無＞

状況

環境事故発生の有無 なし

工場周辺や地域での環境問題発生の有無 なし

行政からの指導・指摘の有無 なし

近隣住民からの苦情の有無 なし

＜大気測定結果＞水管式ボイラー（ＬＮＧ使用：３台）

法規制値 自主管理値 実測値 測定頻度

ＮＯｘ（ppm） １３０ １２０ ８９ ２回／年

ＳＯｘ（Nm3/ｈ） １３．０（Ｋ＝１７．５） ０．０５ ０．０２ ２回／年

ばいじん（mg/Nm3） ０．１０ ０．０５ ０．０１ ２回／年

＜排水測定結果＞（主な測定結果）〔雨水排水：河川（飯豊川～北上川）へ放流〕

 

※サンプリングポイント：２箇所

規制値 自主管理値 実測値 測定頻度

水素イオン濃度(pH) ５．８～８．６ ６．５～８．５ ７．３～８．１ ４回／年

ＢＯＤ（ｍｇ／L） １６０ １６ ※３８ ４回／年

ＣＯＤ（ｍｇ／L） １６０ １６ ※１８ ２回／年

ＳＳ（ｍｇ／L） ２００ ２０ ８ ４回／年

窒素（ｍｇ／L） １２０ １２ １．０ １回／年

フッ素（ｍｇ／L） ８．０ ０．８ ０．３ ４回／年

＜騒音・振動測定結果＞規制地域対象外

測定場所：時間 規制値 自主管理値 実測値 測定頻度

騒音（ｄＢ）
敷地境界：昼 対象外 － － －

敷地境界：夜 対象外 － － －

振動（ｄＢ）
敷地境界：昼 対象外 － － －

敷地境界：夜 対象外 － － －

＜その他測定結果＞

 

（下水道法：主な測定結果）

２回／月２１０３００ＳＳ（ｍｇ／L）

２回／月３９１２０３００ＢＯＤ（ｍｇ／L）

２回／月６．６～７．０６．０～８．０５．７～８．７水素イオン濃度(pH)

測定頻度実測値自主管理値規制値

フッ素（ｍｇ／L） ２回／月６．０７．０８

※

 

BOD（38）、COD（18）共、7月2日測定の値。構内を調査するも原因不明。他の検体は全て微量の値。
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